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論文内容の要旨

本研究は， うず形室などの吐出側案内装置を持たない遠心送風機の羽根車の流路に生じた二つの顕

著な非定常現象に着目して，実験的にそれらの解析を行なったものである。そのうちの一つの現象は，

高流量域の特定の作動点において顕著になる送風機の異常騒音(後述(1)) で，もう一つの現象は，主

として低流量域に特有の，羽根車の旋回失速(後述(2)) -:("ある。以下，研究の概要について述べる。

(1) 羽根車の羽根面上の圧力変動と放射音の測定を行ない，前述の異常騒音は，羽根車の羽根溝内に

生じた気柱振動に基づく放射音であることを明らかにした。その振動のモードを，羽根溝モデルの実

験結果を用いて説明した。さらに，停止中の羽根車の音響学的固有振動数を測定し，運転中の測定値

と比較した。

放射音の卓越周波数と羽根車内部の圧力変動の卓越周波数の違いは，音波の変調現象であると考え

た。このことを，回転する音源モデルの実験によって立証した。

気柱振動の原因を調べた結果，羽根車の羽根後縁から流出するうずが要因になっていると判断され

た口気柱振動の生じるいくつかの作動点において，羽根車出口直後の流れと，羽根車の羽根面上の静

圧を測定した。これによって，気柱振動が生じている時の羽根車を通る流れの特徴を明らかにしたO

(2) 羽根車から吐出される流れの圧力変動を測定し，最高効率点以下の流量で，セル数が 2 の旋回失

速が生じることを明らかにした。

羽根車の羽根面上の圧力変動を測定し，旋回失速に基づく流路内の流れの変動を示した。

羽根車から吐出される流れの時間的平均圧力と速度を測定するとともに，羽根車の羽根面静圧を測

定した。これから，羽根車を通る流れに及ぼす失速セルの影響を考察した。
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論文の審査結果の要旨

この論文はターボ機械の遠心羽根車に発生する特徴的な二つの非定常流動現象に関する実験的研究

である。著者は，この研究に適った実験装置を設計し，これを用いて羽根車内部の状態を解明してい

る。高流量域ではカルマンうずが励起する音響学的共振状態が羽根溝に出現し，各羽根溝の共振位相

が特有の状態にあることを，巧妙な実験的手法で証明している。低流量域においては，広い運転範囲

にわたって回転失速状態が出現することを実証し，失速の流体力学的特性について，いくつかの新し

い事実を明らかにしている。羽根溝における音響学的共振状態の存在を実証した資料が公表されるの

は恐らく始めてである。また遠心羽根車の回転失速状態に関する研究結果は今まで発表されたものが

きわめて少く，著者の研究成果は貴重である。最近，流体機械が著しく高出力大容量になり，設計点

以外の運転状態で発生する非定常流動現象が大きな工学的問題となっている。したがって著者の研究

が流体工学に寄与する所はきわめて大きい O 以上のような見地から，この論文は博士論文に価するも

のと言忍める。
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